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赤い羽根共同募金広域助成の申請受付について
社会福祉法人　千葉県共同募金会
　昨年度７０周年を迎えた「赤い羽根共同募金」は誰もが住みなれた地域で安心して暮らせる福祉のまちづくりを推進し、地域福祉のために活動する福祉団体やボランティア団体、社会福祉施設等を支援するため、今年度も１０月１日から翌年３月３１日まで行われます。
つきましては、標記のとおり申請団体を募集いたしますので、平成３０年度及び平成３１年度に実施予定事業の助成を希望される場合は、下記により必要書類の提出をお願いいたします。
記
１　助成対象について

(１)　「赤い羽根共同募金広域助成要綱」に規定する団体が対象です。
・指定管理者制度に基づく事業は助成対象となりません。

・株式会社、有限会社等営利法人、医療法人の行う事業は助成対象となりません。
 (２)　整備費助成は、３年度以内に広域助成（ＮＨＫ歳末助成は含まない）を受けた施設、開設後１年未満の施設は対象外です。
また、複数の施設を運営する団体は、１施設のみ申請できます。
　　　・整備費助成対象外の施設

　　　　翌年度助成　→　平成２８年度～平成３０年度広域助成を受けた（受ける）施設

　　　　当年度助成　→　平成２７年度～平成２９年度広域助成を受けた施設

２　助成区分について
　(１)　翌年度助成　(平成３１年度助成)　通常は翌年度助成となります。
①　助成決定　　平成３１年４月上旬
②　事業実施期間　　平成３１年４月(助成決定後)～翌年２月
③　事業報告　　助成決定後翌年２月下旬まで
④　助成金送金　　事業報告完了後１０日前後
　(２)　当年度助成　(平成３０年度助成)
　　緊急性・必要性の高いものに限る。
→　車両及び備品整備等の場合、老朽化による故障等は該当しません。
①　助成決定　　平成３１年１月上旬

②　事業実施期間　　平成３１年１月(助成決定後)～平成３１年２月下旬
③　事業報告　　平成３１年２月下旬まで
④　助成金送金　　事業報告完了後１０日前後(平成３１年３月末まで)
３　助成内容について
[image: image1.jpg](１)　整備費助成　
　助　成　率：基本基準額　算定額の最大７５％
　　　　　　　  介護保険法に基づく施設　算定額の最大５０％

　　　　　　　  ＮＰＯ法人、任意団体　算定額の最大９０％

　助成上限額：２００万円
①　機器・備品等購入、新築・増築・改築及び修理等の費用。

②　福祉車両の購入費。

③　施設機能を活用して実施する地域福祉サービスに必要な整備費。

※　助成対象施設種別は、「赤い羽根共同募金広域助成要綱」別表１「Ⅲ-１．整備費
助成対象施設種別一覧」を参照してください。
(２)　事業費助成　
　助　成　率：基本基準額　算定額の最大７５％
　　　　　　　ＮＰＯ法人、任意団体　算定額の最大９０％（※１）

　助成上限額：なし（※１の場合１００万円）
①　県域にわたって活動する団体の事業費。

②　政令指定都市において活動する団体の事業費。
※　会報・機関誌等の作成等は助成対象となりません。

　（３） 使途選択助成
次の①から⑤の事業にかかる団体・テーマを公募し助成。（事業費・整備費）
　　①被災者支援及び防災・減災のための事業

　　②子育て、子どもに対する支援のための事業

　　③孤立防止、虐待防止、自殺防止のための事業
　　④生活困窮者のための事業

　　⑤日常的に支援を必要とする高齢者、障害者のための事業

　　⑥障害者スポーツのための事業

　　⑦その他、会長が適当と認める事業

　（４）即応型助成　　助成率・助成上限額は整備費助成・事業費助成に準ずる
　　　災害復旧等緊急を要する事業。または、県内の社会福祉の推進に特に資する事業。
※　原則として、いずれの事業も期間内に行う部分について助成額の算定をします。

　※　翌年度助成と当年度助成を重複して申請することはできません。

４　申請書類について

次の書類をご提出ください。
	№
	書類名
	整備費
	事業費
	注意事項

	①
	平成３０年度共同募金助成申請書（様式１号）
平成３１年度共同募金助成申請書（様式１号）
	○
	○
	当年度助成→平成30年度
翌年度助成→平成31年度

	②
	共同募金整備費助成資金計画書
	○
	－
	

	③
	共同募金事業費助成資金計画書
	－
	○
	

	④
	申請物品所有状況表（別表１、別表２）
	○
	－
	

	⑤
	見積書（複数社からの見積書）
	○
	○
	要見積もり合わせ。
整備費で車両購入の場合、同一車種による見積書（正規ディーラー）を提出。車両の助成額の算定は、本体（値引後価格）と最低限の付属品（車体表示義務の文字・助成マーク等含む）の合計額（税等の諸費用は含まない）が基準。
事業費は、１品目10万円以上の場合、要見積もり合わせ。

	⑥
	平成２９年度事業報告書
	○
	○
	

	⑦
	平成２９年度決算書
	○
	○
	

	⑧
	平成３０年度事業計画書
	○
	○
	

	⑨
	平成３０年度予算書
	○
	○
	

	⑩
	定款及び申請施設の事業認可書または事業所指定通知書等の写し
	○
	○
	

	⑪
	役員名簿
	○
	○
	

	⑫
	固定資産・物品台帳
	○
	－
	書類④の（別表２）団体全体の所有物品に対応する箇所の抜粋のみでよいが、（別表１）申請施設の所有物品に対応する箇所が分かるように印を付けること。

	⑬
	その他参考資料
	○
	○
	申請事業に関係する資料。

・機器、備品、車両等はカタログ。

・新築・増築・改築及び修理等は設計図等。

・行事、研修等は前年度の開催チラシ、収支報告書等。

新規申請団体は活動内容に関係する資料。


○：必須　△：必要に応じ　－：不要

５　申請書類受付について

　受付期間 ： 平成３０年４月２０日（金）～６月１日（金）必着
　　申請書類は受付期間内に当会へ到着するように郵送または持参してください。
書類確認後、ヒアリング日程について電話連絡いたします。
６　ヒアリング期間について

日　　程 ： 平成３０年６月４日（月）～６月２２日（金）

時　　間 ： 午前９時～１１時半　　午後１時半～４時

　　ヒアリングは当会において１団体３０分程度を予定しています。

申請される事業内容・資金計画等についてお伺いしますので、状況・内容を説明できる方がお越しください。
７　助成までの流れについて

　「赤い羽根共同募金広域助成要綱」別表２「助成までの流れ」を参照してください。
８　お問合せ・書類提出先
社会福祉法人　千葉県共同募金会　　担当：葛城（かつらぎ）
〒２６０－００２６　
千葉県千葉市中央区千葉港４－３千葉県社会福祉センター
電　話：０４３－２４５－１７２１ 
ＦＡＸ：０４３－２４２－３３３８
メール：bz501221@akaihane-chiba.jp
ＨＰ：http://www.akaihane-chiba.jp/
　※　申請内容や申請書類についてのご不明な点は、当会までお問い合わせください。
（様式１号）

平成　　年度共同募金助成申請書


平成　　年　　月　　日

　
本団体の事業内容は下記の通りにつき、内容ご審議のうえ助成を受けたく、関係書類相添え申請いたします。

　千葉県共同募金会会長　殿

	　　　　　　　　電話番号　　　（　　　）　　　　　ＦＡＸ番号　　　（　　　）

	団体所在地
	〒



	団体名
	

	代表者名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

	施設名
	

	施設所在地
	〒




記


助成申請額　　　　　　　　　　,０００　　円

上 記 の 使 途 内 訳

	費　目
	金　額
	摘　要（事業名、品名・数量・単価等）

	
	,０００円
	

	
	,０００円
	

	
	,０００円
	


※ 各行は事業名ごとに記載。

　 整備費関係：書類②に記載の費目(◆)及び金額(★)を記載。

　 事業費関係：書類③に記載の費目(◆)及び金額(★)を記載。
平成　　年　　月　　日現在

	法人認可年月日

または活動開始年月日
	　　　年　　月　　日
	施 設 の 業 種
	

	施設認可年月日

（事業開始）
	　　　年　　月　　日
	定　　員　　数

※ 施設の定員
	　　　　　　　名

	
	
	現　　員　　数

※ 施設の直近状況
	　　　　　　　名

	職　　員　　数

※ 施設または団体
	　　　　　　　　　　名
	構　成　員　数

※ 団体の加入会員（施設は不要）
	　　　　　　　名

	※ 団体全体の状況

資　産　の　状　況
	区　　分
	金　　額
	内　　訳

	
	基本財産
	　　　　　　　　　　　円
	建　　物：
土　　地：

	
	運用財産
	　　　　　　　　　　　円
	流動資産：
固定資産：

	
	負債
	　　　　　　　　　　　円
	流動負債：
固定負債：

	
	資産の総額
	　　　　　　　　　　　円
	（　　月末現在）

	助成金を必要とする事由、その他参考事項

※ 詳細（概ね200文字以内）に記載。特に故障等緊急性を要するものはその旨を詳細に記載。

　 事業費は「共同募金事業費助成資金計画書の通り」と記載。

	

	主な事業内容

※ 団体全体の状況を記載。

	

	施設利用者の状況（　　月末現在）

※ 高齢者の場合は要介護・要支援ごと。
　 障害者の場合は障害等級ごとの人数を記載（計は現員数）。 
該当しない場合は未記入可。
	直近の共同

募金助成

	高齢者

要介護

５

要介護

４

要介護

３

要介護

２

要介護

１

要支援

２

要支援

１

区分

なし

計

人数

障害者

区分６

区分５

区分４

区分３

区分２

区分１

区分
なし

その他
計

人数

（備考）
	　  年　 月

赤い羽根募金
広域助成を受けた年月
（ＮＨＫ歳末を除く）

	連　絡　先

	担当者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｔ Ｅ Ｌ：　　　　－　　　　－

連絡の取れる曜日・時間：　　　　　　　　　　Ｆ Ａ Ｘ：　　　　－　　　　－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅメール：


◎ 建物の新・増・改築の場合は、見積書及び設計図、備品等の場合は、見積書及びカタログを添付。

　 関係箇所のみ記入のこと。
共同募金整備費助成資金計画書

団体名：　　　　　　　　　　　　　　　　施設名：　　　　　　　　　　　
	事業の内容

（該当番号を○印で囲むこと。）
	　１．　備品の整備

　２．　車両等の購入

　３．　建物の新・増改築（　　　　　　　　㎡）

　４．　その他の工事（改修等）

	事業の具体的内容

（事業名を記載。

　例：浄化槽の改修工事）
	

	実施の予定時期
	平成　 年　 月　 日
	事業の完了予定時期
	平成　 年　 月　 日

	資　金　計　画

（収入予定）
	充　当　金　額

（支出予定）

	共同募金助成金
	,０００円
	備品の購入費
	円

	補助金

（国・県・市町村）
	円
	車両等の購入費
	円

	助成金

（）
	円
	建物工事費
	円

	寄付金
	円
	その他
	円

	団体負担金
	円
	
	

	借入金
	円
	
	

	計
	円
	計
	円

	※ 備品購入費等については見積書・カタログを添付のこと。

※ 工事費については見積書・平面図・仕様書等添付のこと。

	参

考

事

項


	助成対象額：計　　　　　　　円

建物

構築物

機械及び装置

車輛運搬具

器具及び備品

その他（　　　　　）
円

円
円
円
円
円
　　　　　　　　　　　　　　　※ 該当する費目◆(会計上の科目)に金額を記載。

　　　　　　　　　　　　　　　　 車両購入の場合は、車両本体(値引後価格)＋最低限の付属品の金額。

	
	共同募金助成金の計算

助成対象額

助成率

助成対象額×助成率
共同募金助成金

★(要望する金額)

円

％

円

,０００円

整備費助成：助成上限額２００万円　（千円未満切捨）

計　算　式：基本基準額　         　 助成対象額×７５％
　　　　　　介護保険法に基づく施設　助成対象額×５０％

　　　　　　ＮＰＯ法人、任意団体　　助成対象額×９０％


共同募金事業費助成資金計画書

団体名：　　　　　　　　　　　　　　　　
	事 業 名
	

	対 象 者
	１．高齢者（高齢者全般、要介護者、要支援者、高齢者世帯、介護者・家族）

２．障害児・者（障害児者全般、知的、身体、精神、心身、介助者・家族）

３．児童・青少年（乳幼児、児童、青少年、一人親家族、養護児童、遺児、家族）

４．その他（　　　　　　　　　　）

	事業形態
	１．単独実施事業　２．合同実施事業（　　　　　　　　　　　　）※ 共催の団体名。

	事業継続
	１．新規事業　２．継続事業（共募助成歴なし）　３．継続事業（共募助成歴あり）

	実施回数
	　　　回
	総利用者数または総件数
	　　　　　人・件

	実施場所
	千葉県全域　　市・郡　　　　　　区・町・村　（　　　　　　　　　　　　　　　）

※ 建物の名称等。

	実施期間
	平成　　年　　月　　日（事業開始）　～　平成　　年　　月　　日（事業完了）

	資金計画
	総事業費：　　　　　　　円

	
	収入内訳
	支出内訳

	
	費　目
	金　額
	費目◆(会計上の科目)
	金　額

	
	共同募金助成金
	円
	
	円

	
	補助金(国､県､市町村)
	円
	
	円

	
	助成金(　　　　　　)
	円
	
	円

	
	寄付金
	円
	
	円

	
	団体負担金
	円
	
	円

	
	借入金
	円
	
	円

	
	
	円
	
	円

	助成申請額の計算
	助成対象額

助成率

助成対象額×助成率

共同募金助成金

★(要望する金額)

円

　　　　　　％

円

円

※ 計算式　事業費助成：基本基準額　          助成対象額×７５％（千円未満切捨）
　　　　　　　　　　　 ＮＰＯ法人、任意団体　助成対象額×９０％（助成上限額　１００万円）

	
	＜共同募金会記載欄＞
※ 空欄のこと。

	事業内容
	※ 詳細（概ね200文字以内）に記載。

	ＰＲ方法
	※ 共同募金助成事業であることのＰＲ方法。


※ 該当箇所を選んで○印で囲むこと。

　 事業ごとに記載（複数事業がある場合は別葉に記載）のこと。
（別表１）

申請物品所有状況表（申請施設）
団体名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　施設名：　　　　　　　　　　　　　
	№
	メーカー
	商品名
	所有状況
	購入年度

	１
	
	
	所有　　借用
	Ｈ

	
	
	
	
	

	２
	
	
	所有　　借用
	Ｈ

	
	
	
	
	

	３
	
	
	所有　　借用
	Ｈ

	
	
	
	
	

	４
	
	
	所有　　借用
	Ｈ

	
	
	
	
	

	５
	
	
	所有　　借用
	Ｈ

	
	
	
	
	

	６
	
	
	所有　　借用
	Ｈ

	
	
	
	
	

	７
	
	
	所有　　借用
	Ｈ

	
	
	
	
	

	８
	
	
	所有　　借用
	Ｈ

	
	
	
	
	

	９
	
	
	所有　　借用
	Ｈ

	
	
	
	
	

	10
	
	
	所有　　借用
	Ｈ

	
	
	
	
	

	11
	
	
	所有　　借用
	Ｈ

	
	
	
	
	

	12
	
	
	所有　　借用
	Ｈ

	
	
	
	
	

	13
	
	
	所有　　借用
	Ｈ

	
	
	
	
	


※１　申請に係る物品の状況を記入のこと。

※２　所有状況の上段は、所有か借用を選んで囲み、下段はその詳細（助成団体、全額自己負担、

　　　リース対応、団体本部・系列施設の貸与等）を記入のこと（一時的な借用は除く）。
（別表２）

申請物品所有状況表（団体全体）
団体名：　　　　　　　　　　　　　　　
	№
	施設種別・施設名
	所有数量
	備　考

	１
	
	所有：

　（うち共同募金助成を受けた物：　　）

借用：
	

	２
	
	所有：

　（うち共同募金助成を受けた物：　　）

借用：
	

	３
	
	所有：

　（うち共同募金助成を受けた物：　　）

借用：
	

	４
	
	所有：

　（うち共同募金助成を受けた物：　　）

借用：
	

	５
	
	所有：

　（うち共同募金助成を受けた物：　　）

借用：
	

	６
	
	所有：

　（うち共同募金助成を受けた物：　　）

借用：
	

	７
	
	所有：

　（うち共同募金助成を受けた物：　　）

借用：
	

	８
	
	所有：

　（うち共同募金助成を受けた物：　　）

借用：
	

	９
	
	所有：

　（うち共同募金助成を受けた物：　　）

借用：
	

	10
	
	所有：

　（うち共同募金助成を受けた物：　　）

借用：
	

	11
	
	所有：

　（うち共同募金助成を受けた物：　　）

借用：
	

	12
	
	所有：

　（うち共同募金助成を受けた物：　　）

借用：
	

	13
	
	所有：

　（うち共同募金助成を受けた物：　　）

借用：
	

	14
	
	所有：

　（うち共同募金助成を受けた物：　　）

借用：
	


※　複数の施設を経営する団体のみ記入のこと。

　　申請施設・系列施設・法人本部における申請に係る物品の状況を記入のこと。






　　　





使途選択募金実績額を助成











①－１








整　事　使


整理区分





（当会記入欄）





①－２





②





③





④－１





④－２









